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第６章 地域における主な環境保全の取組 
 

 

【空 知】 
 

  

１ 「さすてなぶる」×「そらち」を目指して 

空知総合振興局では、環境保全意識の醸成と2050年までのゼロカーボン北海道の実現に向け

て、住民の主体的な行動の促進のため、普及啓発を実施しています。次に令和６年度（2024年

度）の取組の一部をご紹介します。 

 

（１）環境保全意識の醸成 

６月の環境月間や10月の「３Ｒ推進月間及び廃棄物適正処理月間」に、「であえーる岩見沢

交流空間」で各月間のテーマに沿ったパネル展を実施しました。 

10月の月間では、牛乳パックのリサイクルについて、見て・触れて学べる模型や、管内企業

の北海道認定リサイクル製品等も展示しました。 

 

（２）ゼロカーボン北海道の実現に向けて 

令和５年度（2023年度）から実施している「そらちゼロカーボンジュニアキャンプ」を、令

和６年度（2024年度）も、道内で唯一、環境教育等促進法に基づく「体験の機会の場」に認定

されている「雨煙別小学校コカ･コーラ環境ハウス」（栗山町）で開催しました。 

栗山町や大学生ボランティアにも協力いただき、１泊２日の体験合宿に参加した小学生（４～

６年生）に、里山での体験や地産地消クッキング等を通じて、より楽しみながら、ゼロカーボン

につながるきっかけを知ってもらいました。 

また、12月の地球温暖化防止月間には、「岩見沢市有明交流プラザ」（JR岩見沢駅）で、ゼ

ロカーボン北海道のパネル展示と併せて、リサイクル体験ワークショップ（ボトルキャップか

らクリスマスツリーに）の開催を通じて、北海道ゼロチャレ！家計簿（アプリ）の周知を行い

ました。 

今後も「さすてなぶる」な「そらち」を目指して、そのきかっけを増やしていく取組を進めます。 

 

 

                

 

  

 

 

 

 

 

■そらちゼロカーボンジュニアキャンプ ■牛乳パックのリサイクル ■ワークショップチラシ 
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２ 空知地域におけるエゾシカの有効活用の推進 

 

三笠高校エゾシカ肉学習会（３月14日） 

管内のエゾシカ肉利用促進や地域の人材育成を目的として、 

三笠高校調理師コースの生徒を対象に、エゾシカの解体や調理  

法を学ぶための学習会を実施しました。 

当日は、道内のエゾシカに関する現状の説明を行ったほか、  

美唄市の株式会社Mt.の協力のもと、解体技術の実演や説明を 

行った後、生徒が実際にエゾシカ肉を用いて調理・試食をするな 

ど、エゾシカ肉の利活用に向けた実践的な学習会となりました。 

 

 

                    

３ ヒグマによる人身被害等の防止に向けた取組 

 

（１）そらち・ヒグマ情報 

管内では、市街地やその近郊でヒグマの出没が相次ぎ、人身被害が発生するなど、人とヒグマ

のあつれきが深刻化していることから、人身事故を未然に防止するため、HPで管内市町から提供

のあったヒグマ出没情報等を集約して掲載することで広く周知し、注意を促しています。 

 

（２）空知地域ヒグマ対策防除対応実践研修会（10月４日） 

業務において林内作業が想定される事業体や市町及び振興局職員等を対象に、ヒグマの基礎

生態や山林内での業務におけるヒグマとの遭遇防止対策のほか、遭遇時の対処方法等を学ぶた

めの研修会を実施しました。 

当日には、模擬スプレーを用いた遭遇時の訓練等、実践形式も交えた研修を行い、ヒグマに

よる人身被害の防止に向けた技能の習得につなげることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■HP に生徒考
案のレシピを掲
載しています 

■エゾシカ肉学習会の様子 

■そらち・ヒグマ情報 ■ヒグマ対策防除対応実践研修会の様子 



第６章 地域における主な環境保全の取組 

- 123 - 

 

 

１ 環境配慮行動の普及啓発 

 石狩振興局では、３R（リデュース・リユース・リサイクル）、プラスチックごみの削減、エコ

ドライブなどの環境配慮行動への理解や実践促進に向けて、身近なツールを活用した環境学習を

管内一円で展開しました。 

 ペットボトルを再利用し、地球温暖化の仕組を学ぶことができる「輪投げ」、ミニ地球儀を使用

した「ストラックアウト」のほか、環境配慮行動をポイント化したオリジナリティの高い「カー

ドゲーム」などで、来場者の皆様に体験を通して楽しく学んでいただきながら取組の実践を呼び

かけました。 

 

 

 

 

 

 

 

２ ヒグマによる人身被害等の防止に向けた取組 

石狩管内では、市街地やその近郊でヒグマの出没が相次

ぎ、人身被害が発生するなど、人とヒグマのあつれきが深

刻化しています。 

ヒグマによる人身被害等の防止のためには、ヒグマに対

する正しい知識の浸透が重要であることから、普及啓発を

図ることを目的として、令和６年（2024年）６月に札幌

市内の区民センター、11月に支笏洞爺国立公園支笏湖ビジ

ターセンターでヒグマパネル展を開催しました。 

  

３ 動物愛護フェスティバルinえべつ 

  令和６年（2024年）９月22日（日）、酪農学園大学を

会場に「2024年動物愛護フェスティバルinえべつ」（江別

市及び石狩振興局共催）が開催されました。前年を上回る

約4,500人の来場があり、各参加団体が保護犬猫の譲渡

会、移動診療車の展示、馬・羊とのふれあいなど様々な催

しを行いました。石狩振興局のブースでは、パネル展示、

缶バッジ作り、災害時にペットと飼い主をつなぐ情報カー

ド作りなどの普及啓発を行いました。 

 

【石 狩】 

 

  

■管内一円で実施した体験型環境学習の実施状況 

■ヒグマパネル展の様子 

■2024 年動物愛護フェスティバル in えべつ 



 

 

- 124 - 

 

 

 

 

 

 

 

１ ゼロカーボン北海道に係る取組 

（１）北海道クールアース・デイ 

後志総合振興局では、「北海道クールアース・

デイ」の取組として令和６年（2024年）７月 

11日及び12日に「ラッキー倶知安店」「イオン余

市店」において、ゼロカーボン北海道に関するパ

ネル展示やエコキャンドル及びリーフレット等

を配布し、地球温暖化防止の啓発活動を行いまし

た。 

   また、後志総合振興局独自の取組として、同年 

７月８日～同月12日を「ShiriBeshiクールアース・ウィーク」として設定し、職員による 

「ノー残業デーの設定」、「マイボトルの持ち歩き」、「ノーマイカー通勤、在宅勤務の推進」を

実施してCO2の削減効果を測定・実感するとともに、カーボンクレジットの購入と合わせて当

該期間内におけるゼロカーボンの達成を実証的に行いました。 

 

（２）ShiriBeshiゼロカーボン推進事業 

次の世代を担う管内小中高生に向けた出前講座 

 を実施し、ゼロカーボン北海道に関する基礎的な 

 知識習得のための座学のほか、再生可能エネルギ  

ー学習キット（太陽光・風力・水素発電）を用い 

 た実習とCO2吸収量が特に高いとされるクリーン 

ラーチ（松の一種）の植樹を受講生徒とともに行 

いました。 

 

 

管内市町村のお祭り等のイベント時における啓発  

ブースの設置や街頭啓発、ゼロカーボン・シティ宣 

言済みの市町村でのクリーンラーチの植樹を行いま 

した。 

 

 

 

 

 

【後 志】 

 

  

■北海道クールアース・デイの取組の様子 

■出前講座の様子 

■植樹の様子 
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後志地域はワイナリーの道内一の集積地であるこ

とに注目し、ブドウの育成を含むワインの製造や販売

におけるカーボンニュートラルの取組への意識醸成

を図るため、海外におけるワイナリーの取組事例を北

海道大学北海道ワイン教育研究センターへの委託に

より調査を実施し、その調査結果や管内の気候変動等

の状況について、管内ワイナリーほかワイン関係者を

対象とした「ワイナリーにおけるカーボンニュートラ

ルの取組に関する講演会」を令和７年（2025年）２

月に開催しました。 

 

２ 「ニセコトレイル」を活用した環境保全と利用促進の取組 

  後志の中央部を東西に横断するニセコ山系は、多くの人が利用しやすい標高1,000ｍ級の山々

をつなぐように登山道が設置されており、雷電海岸の岩礁地形･神仙沼などの高地湿地帯･イワオ

ヌプリの火山性地形など多様な自然環境を楽しむことができます。 

これらの自然環境を保全するとともに、安全に気持ちよく登山道を利用してもらうため、後志 

総合振興局では関係町村・団体と協働で登山口や周辺道路の清掃や、道迷い防止のための看板設

置等の維持管理を実施しています。 

こうした取組を行政界にとらわれず発展させ、１本の道を歩くことでニセコ山系の魅力を体感

していただけるよう、この登山道を「ニセコトレイル」として位置づけ、関係町村と一体となっ

て連携しながらアドベンチャーツーリズムの一つとして広く国内外へ発信し、地域観光の向上を

図るとともに国定公園の利用者増加や適切な維持管理が促進されることを目指しています。 

 

 

  

 

  

■講演会の様子 

■ニセコトレイルロゴマーク ■登山道笹刈り作業の様子 
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１ 地球温暖化防止に向けた取組 

胆振総合振興局では、平成20年（2008年）７月に開催された「北海道洞爺湖サミット」を契

機とした地球温暖化防止に向けた気運の高まりを継続する取組のほか、ゼロカーボン北海道の実

現に向けた様々な取組を行っています。 

 

 （１）ゼロカーボンいぶりについて 

ゼロカーボン北海道の実現に向け、令和４年（2022年）２月28日にTEAM「ゼロカーボ

ンいぶり」を発足しました。TEAM「ゼロカーボンいぶり」は、胆振管内で脱炭素の取組を

実施している団体等のプラットフォームであり、令和６年度（2024年度）末時点で、産・

官・学の144団体が参加しています。 

令和６年度（2024年度）は取組の一環としてチームメンバーの交流を目的とした「いぶ

りカフェ」の開催や、地域コミュニティFMでの情報発信等を行ったほか、脱炭素人材の育成

を目的とした「ゼロカーボンカレッジ」を胆振管内の高校を対象に行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【胆 振】 

 

  

■TEAM「ゼロカーボンいぶり」のロゴマーク 
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（２）いぶりガイアナイト2024 

「北海道クールアース・デイ」と連携し、平成21年

（2009年）からガイアナイトイベントを開催していま

す。令和６年度（2024年度）は、７月７日に地球温暖

化防止対策の取組のため、各家庭において電気照明を消

してローソクの灯りの中で地域環境への思いを巡らせ

てもらう「ステイホームガイアナイト」を実施し、地域

コミュニティＦＭ（ＦＭびゅー）を活用した呼びかけや、

むろらん広域センタービルにおいてパネル展示を行い、

エコキャンドルを配布しました。 

併せて、CO２削減ライトダウンキャンペーンとして、関係機関と連携し、室蘭のシンボルであ

る測量山や白鳥大橋のライトダウンを行いました。 

 

（３）いぶり環境サポーターズネットワーク事業 

胆振管内では、室蘭イタンキ浜の鳴り砂を後世に残す

ために清掃活動や子ども達に鳴り砂の大切さを教える

活動を行っている「室蘭イタンキ浜鳴り砂を守る会」な

ど、各種団体等による様々な環境保全活動が行われてお

り、胆振総合振興局では、これらの団体等が実施する取

組へ積極的に参加しています。令和６年（2024年）10

月13日には、河川の再生･復元を図る活動をしている

「NPO法人河川環境センター（知利別川を愛する会）」 

と協働して、ちりべつ川らん蘭橋広場（室蘭市）において「知利別川環境学習体験フェスタ2024」

を開催し、河川水の分析体験を行いました。他に投網の実演や知利別川の生き物の展示、川下り

体験、環境クイズ等が行われ、環境保全意識の高揚を図りました。 

 

２ 胆振管内ヒグマ対策防除技術対応実践研修会の開催 

胆振管内の苫小牧市は工業都市でありながら、豊かな自然環境に恵まれているため、市街地や

農地用へのヒグマの出没及び農業等被害が問題になっており、野生動物と人とのあつれきが発生

しています。また、近年宅地開発が進んでいる原野に隣接する住宅地では、小学校の近くでヒグ

マが目撃されたことなどから、住民の不安が増していました。 

ヒグマの出没を抑制し、人身事故等の被害を防止するために、ヒグマの生態等の基礎的な情報

を学び、住民の方一人ひとりがヒグマの防除に取り組めることを知っていただく場として、胆振

総合振興局と苫小牧市の共催で苫小牧市内のウトナイ湖野生鳥獣保護センターで10月５日、「ヒ

グマを学ぶ」と題した研修会を開催しました。 

研修会では、道立総合研究機構でヒグマの研究をしている専門家をお招きしてヒグマの生態

状況や人との事故を防ぐポイントが解説されました。会場には、道内各地から約50人が集まり、

熱気あふれる研修会となりました。  

 

 

 

■ステイホームガイアナイト 

■知利別川環境学習体験フェスタ 2024 
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１ 地球温暖化防止･３Ｒに関する取組 

令和６年度（2024年度）、日高振興局では、「北海道クールアース・デイ」に合わせた７月

３日（水）～10日（水）の期間に、庁舎エントランスホールにて「ゼロカーボン北海道パネル

展」を実施しました。ゼロカーボン北海道チャレンジプロジェクト等の紹介のほか、植物性のキ

ャンドルを配布するとともに地球温暖化について考え、対策を実践することを呼びかけました。 

また、３R推進月間である10月の取組として、10月31日、浦河町総合文化会館において浦河

消費者協会と浦河町消費生活センター共催の「第50回うらかわ消費生活展」に日高振興局環境

生活課のブースを設置しました。会場には、200人以上の方が来場され、日常生活や地域環境に

関するパネル展示のほか、「北海道ゼロチャレ！家計簿」アプリの導入普及やリーフレット・リ

サイクル製品を配布するなどして地球温暖化防止・３R推進の普及啓発を行いました。 

 

 

 

 

     

  

 

【日 高】 

 

  

■研修会の様子 ■研修会の展示物 

■ゼロカーボン北海道ポスター展 ■うらかわ消費生活展 
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２ 日高山脈襟裳十勝国立公園の豊かな自然環境の保全に向けた取組 

令和６年（2024年）６月25日に、国内では35か所

目、道内では7か所目の国立公園に指定された日高山脈

襟裳十勝国立公園は、北海道の中央南部に位置する、海

から山岳まで連続した南北およそ140kmに及ぶ日高

山脈を中心とした日本最大（陸域）の国立公園です。日

高山脈の最高峰、幌尻岳（標高2,052m）をはじめ、

1,900m を超える山々が連なり、国内ではもっとも原

生的な自然環境が残されています。海岸部には、海成段

丘、海食崖、岩礁なども見られ、公園南部に位置する襟 

裳岬をはじめ、海岸風景も特徴的です。また、広大な十勝平野からは、雄大な山岳景観が一望で

きます。本公園の南側に位置し、花の名所として知られるアポイ岳では、ヒダカソウを始めとし

た高山植物の盗掘防止を目的として、関係機関や関係団体等と連携した活動を継続して実施して

います。令和６年（2024年）は、５月から６月にかけて、登山道周辺での盗掘防止の啓発活動

や盗掘監視パトロールを実施し、登山で訪れた方々に盗掘防止を呼びかけました。 

今後も、豊かな自然を守りながら、持続的な利用ができるよう連携した取組を進めていきます。 

 

３ ゼニガタアザラシと人との共存に向けた普通啓発活動の実施 

  北海道東部沿岸から襟裳岬にかけて生息するゼニガタアザラシは、かつて、生息環境の変化や

乱獲等により生息数が減少しましたが、現在は保護活動等により徐々に個体数が回復しています。 

  一方で、数の増加による漁業被害の深刻化という状況もあり、人とアザラシの共存に向けた取

組が求められています。 

そこで、ゼニガタアザラシと社会との関わりを考えていくことを目的として、令和７年（2025

年）３月に、えりも町交流促進センター襟裳館「風の館」で、小学生以下の児童やその保護者を

対象とした観察学習会を開催し普及啓発活動を実施しました。 

 

 

  

■高山植物の盗掘防止啓発活動の様子 

■ゼニガタアザラシに関する講演 ■襟裳岬突端でのゼニガタアザラシ観察 
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１ 灯りを消して七夕を 

道では、北海道地球温暖化防止条例で７月７日を「北海道クールアース・デイ」と定め、地球

温暖化防止に向けた理解と意識を深めるための取組を集中的に行う日としています。 

また、７月７日は函館の七夕であり、子供達が近隣住宅・店舗等を回ってお菓子をもらう風習

があることから、渡島総合振興局では函館市地球温暖化対策地域推進協議会（事務局：函館市）

と連携し、庁舎前でお菓子と一緒にゼロカーボンの啓発資材（ろうそく・パンフレット等）を配

布しました。その他、電気自動車の外部給電装置を利用した電気装飾など、七夕を楽しみながら、

環境についての理解・興味を促す機会としました。 

このイベントは昨年度に引き続き開催され、令和６年度（2024年度）は約600人の子供達に

参加いただき大盛況となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ はこだてエコライフ展2024 

一人ひとりがライフスタイルや事業活動をより環境に配慮したものへと転換していくことの

大切さを知っていただくため、令和６年（2024年）11月２日（土）から11月８日（金）まで、

函館市等関係機関との共催によりシエスタハコダテ４階Gスクエアにおいて、「はこだてエコラ

イフ展2024」を開催しました。 

11月２日（土）はキックオフイベントとして、地域コミュニティFM放送である「FMいるか」

の番組内で、「考えよう！くらしの中から始める脱炭素」と題し、脱炭素型ライフスタイルへの

変革が進んだ2050年の函館を想像し、まちの姿や社会、生活環境などについて、４名のゲスト

と北海道地球温暖化防止活動推進員で対談を行いました。 

また、11月３日（日）は「エコライフ体験デー」と題し、「みつろうラップ作り教室」や「北

海道ゼロチャレ！家計簿アプリ普及啓発コーナー」、「エコドライブシミュレーター体験」など

を実施し、参加者には記念品を贈呈しました。 

その他、期間中は、エコライフや３Rに関するパネルや環境教育学習ツールなどの展示のほか、

 

【渡 島】 
 

  

■短冊に願い事を書く子どもたち ■電気自動車から給電した電気装飾 
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館内各所に設置されたエコライフに関するクイズに答えた方にマイボトルなどの啓発グッズを

プレゼントするクイズラリーを実施しました。 

チラシやポスターなどを活用して事前に開催周知を行い、約3,000人の方にご参加いただき 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ヒグマ出前講座の実施 

渡島総合振興局では、ヒグマの生態、出遭わないために取るべき対策等について理解を深めて

もらうために、出前講座を実施しています。 

令和６年度（2024年度）は、渡島教育局主催の渡島管内学校安全推進会議、福島町主催のヒ

グマ対策セミナー、函館東ロータリークラブの例会、北斗市男女共同参画プラン推進協議会主催

の生活研修会において講演を行いました。ヒグマの食生活、生活環、痕跡や近年の人身事故発生

状況を踏まえた事故に遭わない準備についてお話しました。講座ではヒグマの頭骨や毛皮、ヒグ

マの足跡や立ち上がったときの大きさを再現したタペストリーなどを展示しました。参加者の

方々は、ヒグマの毛皮などの実物に触れ、その重さと大きさに驚いていました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■みつろうラップ作り教室の様子 ■キックオフイベントでのラジオ生配信 

■出前講座の様子 
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４ 動物愛護パネル展の実施 

住民の皆様に動物の愛護と適正な飼養についての関心と理解を深めてもらうため、動物愛護週

間（毎年９月20日～26日）にあわせ、動物愛護に関するパネル展を実施しました。 

令和６年度（2024年度）は、同年に開設された北海道動物愛護センター（道南センター）（受

託者：NPO法人ニャン友ねっとわーく北海道）と協働し、ペットと防災に関する展示を行いまし

た。過去に道内で発生した災害におけるペットの救護の実例に関するパネル展示のほか、ペット

と過ごすための災害用テントやペット用の各種防災用品を展示しました。期間中は毎日同センタ

ーのスタッフが会場に控え、胆振東部地震等において、同NPO法人が獣医師会等とともに飼育

動物の救護に尽力した経験を踏まえて展示の解説を行っており、熱心に耳を傾ける来庁者の姿が

見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ひやまの環境教育  

（１）ひやまリサイクル工作コンクール 

檜山振興局では、平成10年度（1998年度）から管内の小学生を対象に「ひやまリサイクル

工作コンクール」を開催し、身の回りの不要品を再利用した工作を通じて「物をできるだけ長

く大切に使う」、「使わなくなった物は資源に回す」等の３Ｒに向けた意識を育んでいます。 

令和６年度（2024年度）で27回目を迎えた同コンクールは、環境教育イベントとして定着

しており、管内の17の小学校から192作品の応募がありました。作品は振興局内で土日も含

めて展示、公開し、子どもから大人まで多くの地域住民の方々にご覧いただきました。 

  

 

【檜 山】 

 

  

■動物愛護パネル展の様子 



第６章 地域における主な環境保全の取組 

- 133 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）総合的な学習の時間を活用した管内高校との教育連携 

北海道江差高等学校が、生徒の立場で地域課題に向き合

うことを目的として実施している『OKAERe南ひやま学』

の環境ゼミに、振興局職員が講師として参加し、地域の環

境について共に探求しました。 

生徒達は、環境問題の着目として、フードロスによって

生じる環境への影響を学んだほか、地域の廃棄物処理施設

を訪れ、自分たちが排出したごみが毎日どのように処理さ

れているのかを見学しました。施設の職員から廃棄物処理

に至る流れについて説明を受けている間も、皆、多くのこ

とを学ぼうと真剣に取り組んでいました。 

 

２ ひやまの環境保全活動 ～海岸や街並の環境美化～ 

檜山管内は海や森林に囲まれた景観が美しい地域であり、管

内の各町においては海岸や街並の環境保全に向けて、町内会等

の住民団体、地元企業・NPO法人、行政機関等との連携による

環境美化活動（清掃活動）が毎年実施されています。令和６年

度（2024年度）の管内における環境美化活動には、延べ約

3,779名（檜山振興局調べ）の参加がありました。こうした多

くの参加者の協力により地域の環境保全が支えられています。 

また、檜山管内では、令和５年（2023年）末から６年（2024年）初頭にかけて、鰯が海岸に

大量漂着する事案が発生しましたが、漁業関係者、地域住民の方々などのご協力により、速やかに

処理できました。 

 

３ ひやまのゼロカーボン ～振興局の率先行動～ 

 檜山振興局では、令和４年度（2022年度）に公用車として電気自動車（ＥＶ）を導入し、併せ

て、その電源として活用するための太陽光発電設備を設置しました。また、閉庁日（土日祝日）に

は一般利用を目的としたカーシェアリング（有料）を実施することで、EVの普及促進を図ってき

たところです。 

■低学年の部 金賞受賞作品 ■高学年の部 金賞受賞作品 

■海岸清掃の様子（江差町） 

■廃棄物処理施設職員から説明を

受けている学生の様子 
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令和６年度（2024年度）は、EVの特性をより多くの

地域の方々に認知してもらい、ゼロカーボンに係る気運を

一層高めるため、地域イベントへ出展し、キッチンカーの

運営や、防災訓練時の炊き出しに必要な電力をEVから供

給しました。 

イベント全体の静音性や、災害時のレジリエンス強化に

ついてアピールし、好評を得ることができました。 

 

４ ひやまの自然 

檜山管内は自然と人の生活圏の距離が近く、日常的にヒ

グマが出没する地域であり、令和５年度（2023年度）に

はヒグマの出没件数が過去最多となりました。 

令和６年度（2024年度）、檜山振興局では、地域のイベ

ントや学校などで、ヒグマ対策普及啓発のための出前講座

を実施しました。地域の方々にヒグマについての正しい知

識や日頃の生活でヒグマに出遭わないための対策を伝え

るほか、訓練用クマ撃退スプレーやヒグマの毛皮を触る体

験を通してヒグマへの理解を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「かみかわ版ゼロカーボン北海道」に向けた普及啓発イベントの実施 

上川総合振興局では、上川の地域資源を活かしたゼロカーボンの意識を醸成することを目的に、

各種プロモーションを実施しており、令和６年度（2024年度）においては、管内でゼロカーボ

ンパネル展を７回開催したほか、普及啓発イベントを10回実施しました。 

令和６年（2024年）10月５日に開催された「食べる・たいせつフェスティバル2024in旭川

（主催：生活協同組合コープさっぽろ）」では、多くの道民に対し気候変動対策や食品ロス、木

育等について関心と理解を深めていただくために、ゼロカーボンに関する体験教室やパネル展示

を行う啓発ブースを上川ゼロカーボン推進室として出展し、「かみかわ版ゼロカーボン北海道」

に向けた機運醸成を図りました。 

 

２ ゼロカーボンアカデミーツアーの開催 

2050年までの「ゼロカーボン北海道」の実現に向け、あらゆる分野において、上川の地域

資源を活かした多様なゼロカーボンの“取組の芽” を育てていくことを目的に実施しました。 

 

【上 川】 

 

  

■イベント時の出店の様子（奥尻町） 

■イベント時の様子（厚沢部町） 
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「その発想、実はゼロカーボンかも？」をテーマに、食と観光の魅力溢れる富良野エリアを

フィールドに富良野市と中富良野町と共催で、【視察・体験バスツアー】と【ワークショップ】

を通じて、様々な視点から「ゼロカーボン」について深堀りしました。 

【視察・体験バスツアー】では、富良野市内の様々な施設を巡るバスツアー形式でのフィー

ルドワークを通じてゼロカーボンについての理解を深め、アクションにつなげていくためのヒ

ントを探り、【ワークショップ】では、「バスツアー」で得られた知識や感じたことを踏まえ、

自分の『好きなこと』・『得意なこと』・『必要なこと』が交錯するクライメイトアクションを見

つけ、自ら実現したい取組を発表しました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

3 大雪山の貴重な自然環境を保全する取組の実施 

大雪山国立公園の旭岳裾合
すそあい

平
だいら

は、初心者でも訪れやすいうえに、広大なお花畑が広がる公園

屈指の景勝地です。しかしながら、気象変動や管理体制の弱体化により登山道の荒廃やそれに伴

う高山植物の減少が進んでいます。 

令和４年度（2022年度）から、この裾合平の植生復元のため、また、登山道の荒廃を止める

ために、クラウドファンディングを活用し、集まった寄附金で、補修資材の購入と登山道補修イ

ベントを行っており、補修が必要な約600ｍの木道のうち、昨年度まで約500ｍを手当できま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ツアー編とアカデミー編の 

共通イメージ 
■参加者全員で記念撮影 

■アカデミー編での 

ワークショップの様子 

■R6 登山道補修イベントの様子と施工後（グレーチング敷設） 
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１ 留萌管内ヒグマ対策防除技術対応実践研修会の開催 

留萌管内の市町村は日本海に沿って南北に立地し、東は天塩山地、南は増毛山地と豊かな自然

に囲まれており、野生動物の生息地と市街地が近くに存在しています。そのため、野生動物によ

る農業被害やヒグマの市街地出没など、野生動物と人とのあつれきが度々問題となっており、令

和５年度（2023年度）には、留萌市など市街地周辺へのヒグマの出没が相次ぎ、市街地出没時

の対応強化が急務となっていました。 

こうした状況を踏まえ、令和６年度（2024年度）に、ヒグマの市街地出没対応にあたる関係

機関の連携強化を目的として「留萌管内ヒグマ対策防除技術対応実践研修会」を留萌市で開催し

ました。 

研修会では、留萌警察署管内市町（留萌市、増毛

町、小平町）のヒグマ対策担当職員、市町の鳥獣捕

獲実施隊に所属するハンター、留萌警察署職員、留

萌振興局のヒグマ対策担当職員を対象に、留萌市街

地にヒグマが出没した想定で机上訓練を実施しま

した。関係機関は、ヒグマが出没してからの初動や

対応時間など実践的な動作確認を共有するととも

に、本研修で得られた課題について議論するなど、

とっさの判断が必要な市街地出没に備えた学びを

深めました。 

 

２ アライグマの新たな捕獲技術「巣箱型わな」の紹介 

特定外来生物に指定されているアライグマは、現在、留萌管内の全市町村で侵入・定着が確認さ

れており、令和５年度（2023年度）の農業被害額は890万円と令和元年度に比べ５倍以上に増

加しています。また、アライグマの捕獲数は年々増加しており、捕獲に取り組む市町村等の負担も

増しています。 

こうした状況を踏まえ、６月25日にアライグマの新たな捕獲技術「巣箱型わな」を紹介する

研修会を留萌振興局で開催しました。「巣箱型わな」は従来の箱わなと違い、アライグマを誘引

するエサが不要で、捕獲時には、GPS端末から通知が来るシステムを登載しており、一度設置す

ると捕獲されるまで餌交換や見回りが一切不要であることから、捕獲従事者の労力を大幅に低減

できるというメリットがあります。 

研修会では、北海道大学でアライグマの研究をされている専門家をお招きして、「巣箱型わな」

の紹介と使い方について解説いただき、参加した20人の管内の農業関係者らは、新しい捕獲技

術について、熱心に学んでいました。 

 

【留 萌】 

 

  

■机上訓練の様子 
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３ ゼロカーボンるもい機運醸成事業 

留萌振興局では2050年ゼロカーボン北海道の実現に向けて、「ゼロカーボンるもい機運醸成

事業」に取り組んでいます。令和６年度（2024年度）は、各市町村や地域の企業と連携し、

次の取組を実施しました。 

 

（１）将来の環境人材育成 

環境について知識の習得や理解促進を図り、自ら行動できる人材の育成を目的とし、小学

生を対象とした環境教育を行いました。遠別町、苫前町において、地球温暖化に関する講話

と再生可能エネルギーを使った工作体験を実施しました。 

また、留萌教育局の主催で、振興局・高校・大学が連携し、留萌管内の高校生がゼロカー

ボン北海道の実現に向けた課題を探究する「留萌管内高校・北海道大学ＳＤＧｓ・ゼロカー

ボンプロジェクト」が行われ、羽幌高校において「海藻、海草と共に～ブルーカーボンの普

及を目指して～」をテーマに調査を実施、令和６年度「探究チャレンジ・アジア」の留萌・

宗谷地区の代表として調査内容を発表しました。 

 

（２）学びの場の提供 

子どもたちのゼロカーボンに関する学習機会を創出し、興味関心の向上を図るために、図

書館や書店等と連携しゼロカーボンフェアを実施しました。地球温暖化やゼロカーボンにつ

いて、北海道の「省エネ３Ｓキャンペーン」イメージキャラクター「環境忍者えこ之助」と

留萌管内８市町村のイメージキャラクターが解説するパネルを環境関連の書籍とともに管内

全市町村で展示したほか、ゼロカーボンに関する絵本や紙芝居を用いた協力団体による読み

聞かせイベントを実施しました。 

 

（３）大人向け普及啓発 

一般住民に対するゼロカーボン学習の機会として、ゼロカーボン講座を実施しました。 

羽幌町においては、振興局職員によるゼロカーボンに関する講話と、北海道地球温暖化防

止推進員によるエコクッキング教室を実施しました。 

 

■研修会の様子 ■巣箱型わな 
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４ イベントによる啓発活動 

（１）「ゼロカーボンるもいフリーマーケット」 

   ６月の環境月間の取組の一環として、「ゼロカーボ

ンるもいフリーマーケット」を開催しました。当日

は、約300名の来場者を迎え、14店舗によるフリー

マーケットのほか、次世代自動車の展示や農業、林

業、水産業、再生可能エネルギー及び環境分野のゼ

ロカーボンに関する取組を紹介するパネルを展示し

ました。 

   また、協力団体による飲食物の販売も行い、来場の皆様に楽しみながら「環境保全」や

「ゼロカーボン」への理解を深める機会となりました。 

 

（２）小平町鰊番屋まつりへの参加 

   ５月に小平町で開催された、「鰊番屋まつり」で「ゼロカーボンるもい」の取組を発信しま

した。ブースでは、EV自動車とパワームーバー（電力供給機器）の展示や家庭におけるCO2

排出量を可視化できるアプリ「ゼロチャレ家計簿」の新規登録促進キャンペーンや子供を対

象とした「出張！環境教室」を実施しました。環境についての学習や再生可能エネルギーの

一つである風力で動くおもちゃの工作体験等を通じて、ゼロカーボンへの関心を高める機会

になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■環境教室の様子（遠別町） ■ゼロカーボンフェアの様子（増毛町） 

■フリーマーケットの様子 

■「出張！環境教室」の様子 ■EV 展示の様子 
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１ 礼文島の高山植物を守るために  

利尻礼文サロベツ国立公園の礼文島は、レブンアツ

モリソウやレブンウスユキソウをはじめとした固有の

植物のほか、丘陵状の地形に約300種からなる高山植

物群落が見られることから、花の浮島とも呼ばれてい

ます。島内には全7コース、全長約50㎞にも及ぶ自然

歩道があり、関係者が協力してこれらの歩道を管理し

ています。 

宗谷総合振興局では、令和２年（2020年）10月に、岬めぐりコースであるゴロタ岬周辺の歩

道の浸食等が進み、周辺の植生へ影響を与えている箇所などを、地元NPO法人や自然ガイド、行

政機関職員により、椰子繊維の土嚢を使用して補修を行いました。 

また、令和６年（2024年）５月には、関係機関等と連携し、盗掘監視パトロールを実施した

ほか、アツモリ感謝祭会場であるレブンアツモリソウ群生地にて、関係機関等と連携し高山植物

盗掘防止キャンペーンを実施し、観光で訪れた方々に盗掘防止を呼びかけました。 

今後も、礼文島の自然を守りながら、持続的な利用ができるよう官民協働による取組を進め 

ていきます。 

 

 

２ 宗谷クリーンアップ運動 

宗谷総合振興局では、北海道洞爺湖サミット開催（平成  

20年（2008年）７月）を契機として高まった道民の環  

境保全意識の持続を目的とした全道的な普及啓発活動の一  

環として、平成21年度（2009年度）から「宗谷クリー 

ンアップ運動」を展開しており、管内各地の清掃活動への  

参加のほか、６月の環境月間におけるパネル展の実施や  

「宗谷クリーンアップサポーター宣言」の参加団体の募集  

を行っています。 

  令和６年度（2024年度）は、３箇所の清掃活動に参加し、サポーター団体数は令和７年（2025

年）３月末現在で計58の個人・団体となっています。 

 

  

 

【宗 谷】 

 

  

■歩道補修の様子 

■環境月間パネル展の様子 
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１ ゼロカーボン北海道の実現に向けた取組・環境保全に関する取組 

オホーツク総合振興局では、2050年までのゼロカーボン北海道の実現に向けた様々な取組を

実施しているほか、オホーツクの豊かな自然環境の保全に繋がる取組を実施しています。 

 

（１） ゼロカーボン北海道の実現に向けた取組              

ゼロカーボン北海道の実現に向け、地域住民や事業

者の皆様の理解を図るため、産官学民連携した脱プラ

スチックとマイボトル利用促進を図るモニター事業

を実施したほか、管内市町村の連携を図るオホーツク

管内ゼロカーボン連携ネットワークを設置し、取組を

推進しています。 

（２） 知床や流氷をはじめとするオホーツクの豊かな自然環境の保全 

１月30日の「世界自然遺産・知床の日」にあわせ、

知床世界遺産センターにおいて世界自然遺産講座、環

境学習、パネル展などを開催し、道の駅うとろ・シリ

エトクでは斜里町観光協会と協働でLEDソーラーラ

ンタンの点灯など、環境について考える機会の醸成を

図ったほか、「流氷を守ろう！」を合言葉にオホーツ

ク流氷トラスト運動を実施するなど、オホーツクの豊

かな自然環境の保全に向けた取組を推進しています。 

 

２ オホーツク動物愛護週間イベント 

9月の動物愛護週間行事の一環として、オホーツク獣医師会、アニウェル北海道、北見市犬猫

愛護協議会、動物愛護推進員とともに動物愛護週間イベントを開催しました。 

講師による講演会やパネルディスカッション、動物愛護に関するパネル展示により動物愛護及

び適正飼養に関する普及啓発を行いました。 

  

 

【オホーツク】 
 

  

■取組の様子 

■知床の日の様子 
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１ 動物愛護パネル展の開催       

とかちプラザ（帯広市）において開催されている「プラザま

つり」において、動物愛護団体の皆様と連携し、動物愛護週間

行事「動物愛護フェスティバルinとかちプラザ」として、ペッ

トの健康相談、保健所に保護され飼い主を募集している犬猫の

写真の紹介、動物愛護パネル展などを実施し適正飼養の重要性

の周知をしました。 

 

２ 日高山脈襟裳十勝国立公園指定を記念した啓発活動 

令和６年度（2024年度）に国立公園に指定された「日高山

脈襟裳十勝国立公園」を契機として、自然環境の厳しさを踏ま

えたさらなる適正利用に向けたイベントの開催や普及啓発活

動を実施しました。 

 

 

３ 地球温暖化防止対策イベント「ガイアナイト」の実施 

「北海道クールアース・デイ」と連携して、近接する期間に

地球温暖化防止に向けた取組を行っています。令和６年度

（2024年度）は十勝管内市町村と連携し、図書館などの公共

施設において啓発チラシを同封したキャンドルセットを配布

し、より多くの地域の皆様方に各自、自宅でキャンドルを灯す

ことで、地球環境に思いをめぐらせる機会につなげる取組を行

いました。 

 

 

【十 勝】 

 

  

■講演会 ■パネルディスカッション ■パネル展示 

■動物愛護パネル展の様子 

■日高山脈めぐるとかちカード 

■ガイアナイトの様子 
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４ ゼロカーボン北海道の実現に向けた取組・環境保全の推進に向けた取組 

（１）十勝ゼロカーボン勉強会の開催 

令和７年（2025年）３月に、「普及啓発を実現させる鍵（ポイント）を学ぼう！」と題し、

外部から講師をお招きして「行動変容に繋がる広報・普及啓発の在り方は？」について講演を

いただき、各自治体の困りごとの共有を図ると共に、解決策についてワークショップを行いま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）とかち・市民『環境交流会2024』への出展 

令和６年（2024年）11月に帯広市が主催した「とかち・市民『環境交流会』2024」に出

展しました。水素自動車MIRAIから給電し、ゼロカーボン関連動画を上映したほか、日高山脈

をモチーフにした砂絵体験や廃棄物の不法投棄問題等のパネル展示や啓発グッズの配布など

を実施し、様々な視点から環境について関心を持っていただく機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【釧 路】 
 

  

 

１ タンチョウ越冬分布調査 

タンチョウ越冬分布調査は、北海道が環境省の委託を受

け、関係機関（市町村、教育委員会、釧路市動物園など）

の協力を得て、毎年12月と１月の２回行っています。平

成29年度（2017年度）からは、北海道と包括連携協定を

締結している日本航空株式会社（JAL）が、令和元年度

（2019年度）には、初めて釧路市以外の小学校が参加す 

■とかち・市民「環境交流会 2024」 

■十勝ゼロカーボン勉強会の様子 

■調査で発見されたタンチョウ 
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るなど、調査者が増え、きめ細やかな調査が可能となりました。この調査は、タンチョウの保護増殖

を図る上での重要なデータとなるだけではなく、小・中学校の児童生徒の環境教育や関係機関の相互

連携の推進などにも役立っています。令和６年度（2024年度）は、12月に９振興局で、976羽（う

ち釧路管内590羽）、１月は６振興局で1,927羽（うち釧路管内1,467羽）が確認されました。 

 

２ 環境教育活動（ガイアナイト）の実施 

釧路総合振興局では平成20年（2008年）から断続的に、電気照明を消しキャンドルの灯りの

もとで地球環境を考える「ガイアナイト」の取組を行っています。 

令和６年度（2024年度）は釧路市動物園の人気イベントとのコラボによる「くしろガイアナイ

ト2024 in夜の動物園」として実施しました。釧路短期大学学生によるトーンチャイムミニコンサ

ートやキャンドルアートの展示を行ったほか、ゼロカーボン啓発物品を配布するなど啓発を図りま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ゼロカーボン北海道実現に向けた取組 

（１）ゼロカーボン出前授業 

令和６年度（2024年度）は、地域団体の要望に応じて環境関連の専門家を派遣する「ゼロ

カーボン出前授業」を実施しました。 

釧路公立大学の要望に応じて北海道大学・平野高司教授を招聘しました。地域住民、地域機

関（56名）に対して、湿原が炭素貯蔵庫として重要な役割を担っているなど、保全の必要性を

ご講演いただきました。また、鶴居中学校の要望に応じて北海道大学・山中康裕教授を招聘し、

鶴居中学校３年生（21名）に対して環境問題への根本的なアプローチの重要性などのご講演

いただきました。 

 

 

 

 

 

  

 

■ガイアナイトの様子 

■「ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝくしろ」 

のロゴマーク 

■出前授業の様子（釧路公立大学） ■出前授業の様子（鶴居中学校） 
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■パネル展の様子 

（２）庁内関係課連携パネル展 

  令和７年（2025年）１月14日～31日に、イオンモー

ル釧路昭和店にて庁内関係課（環境生活課、商工労働観光

課、林務課、水産課）が連携しゼロカーボンパネル展を実

施しました。水素の利活用や地域の再生可能エネルギー、

ブルーカーボン、炭素吸収源として森林資源の保全の重要

性等を住民に周知しました。1月18日には、イベントデー

としてエコバッグ制作体験会を行い、プラスチックごみ減

量の啓発を図りました。 

 

（３）「釧路地域ゼロカーボン推進室ワーキンググループ」設置 

局内の職員有志による「釧路地域ゼロカーボン推進室ワ

ーキンググループ」を設置しました。ゼロカーボン北海道

実現に向けて職員の率先行動内容検討やワーキンググル

ープ主催で職員向けのセミナーを開催しました。当日は、

北電ネットワーク（株）、日産自動車（株）ご協力のもと、

電気自動車、蓄電池やヒートポンプに関する座学の他、EV

の試乗会やEVからの給電の実演会が行われました。 

 

 

 

 

１ 世界自然遺産・知床の日 

根室振興局では、１月30日の「世界自然遺産・知床の日」について、道民に広く浸透させるこ

とを目的として、令和７年（2025年）１月27日～１月31日までの間、振興局の道民ホールにお

いて、パネル展を実施し、「世界自然遺産・知床の日」の啓発活動を行いました。 

 

 

 

【根 室】 

 

  

■パネル展 

■セミナーの様子 
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■解体処理講座の様子 

 

 

■試食会の様子 

 

 

２ 根室地域産エゾシカ肉の有効活用促進事業における試食会の開催など 

根室管内で捕獲されるエゾシカの肉を有効活用することを目的として協議会を設立し、平成

30年（2018年）から、根室産エゾシカ肉（根室ディア）の知名度向上や流通促進のための取組

を進めてきました。 

令和６年度（2024年度）は、新人ハンターを対象としたエゾシカ肉の解体処理講座及び一般

家庭における根室ディアの消費拡大を目的とした試食会を中標津町で開催し、エゾシカ料理の普

及啓発を行いました。 

 

 

 

 

 

３ エコスクール・地球環境モニタリングステーション-落石岬見学会の開催 

子どもたちが地球温暖化などについて理解を深めることにより、環境と人間の関わり、環境保

全と気候変動適応の重要性を学ぶことを目的として、平成10年（1998年）から、国立研究開発

法人国立環境研究所地球環境研究センターの協力のもと、エコスクール・地球環境モニタリング

ステーション-落石岬見学会を開催しています。 

令和６年度（2024年度）は、根室市と共同で令和６年（2024年）６月4日（火）に開催し

ました。根室市立海星学校及び同おちいし義務教育学校の５、６年生の児童15名を対象に、北

海道地球温暖化防止活動推進員による地球温暖化やゼロカーボンに関する環境学習会や、国立環

境研究所職員による地球環境モニタリングステーション-落石岬からの中継を交えた、オンライ

ンでの施設見学会を行いました。 
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■ゼロカーボンねむろ 

共同メッセージ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

４ ねむろ３Ｒ・ゼロカーボンパネルリレーの開催 

ごみの減量や再利用などを目指す取組である「３Ｒ」と、地球温暖化対策として温室効果ガス

の排出を減らすことを目指す「ゼロカーボン」をテーマとしたパネルを、根室管内全市町と根室

振興局において、それぞれの会場にてリレー形式で展示する、

「ねむろ３Ｒ・ゼロカーボンパネルリレー」を令和６年 

（2024年）10月～12月にかけて開催しました。 

根室振興局会場では、３Ｒやゼロカーボンに関するパネル展

示とともに、パンフレットや啓発物品を来庁者に配布したほ

か、海ごみに関する動画を放映し、３Ｒの取組がゼロカーボン

への取組にもつながることを発信しました。 

 

５ 「ゼロカーボンねむろ」の推進に向けた取組 

現在、根室管内における全市町が「ゼロカーボンシティ」を表明

しており、根室地域全体でゼロカーボンを目指す「ゼロカーボンね

むろ」の推進に向けて、令和５年（2023年）４月１日に、根室管

内全市町と根室振興局による共同メッセージが発出されています。 

令和６年度（2024年度）において、根室振興局では、根室地域

の基幹産業である一次産業の関係者向け周知としての地域向けセ

ミナーと、若い世代に対する学びの機会としてのゼロカーボン学習

とを２つの軸として、「ゼロカーボンねむろ」の推進に向けた取組

を実施しました。 

 （１）地域向けセミナーの開催 

 地域の基幹産業である一次産業のうち、「農業」及び「水産業」の関係者を対象として、

地域の関係団体や大学教授などを講師としてお招きし、各産業におけるゼロカーボンに向け

た取組の先行事例についての講演や、それぞれ活用可能な補助制度などの紹介を行いました。 

 （２）ゼロカーボン学習 

   ① 探究学習 

 羅臼高等学校において、令和６年（2024年）８月から令和７年（2025年）３月の半年

間にかけて、ゼロカーボン探究学習授業を実施しました。 

■ 当日の様子（左：環境学習会 右：地球環境モニタリングステーション-落石岬見学会（オンライン） 

■ 根室振興局会場での展示の様子 
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大学の教授や講師、北海道地球温暖化防止活動推進員などの専門家を外部講師としてお招

きし、複数分野にまたがるゼロカーボンの考え方について学ぶ講義を行いました。講義終了

後は、グループワークで学習内容をまとめ、高校生が自身の住む地域でできる取組について

調査・考察を行い、学内外でその成果を発表しました。また、その成果をリーフレットにま

とめ、地域住民や観光客に向けて配布する、街頭啓発活動も実施しました。 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 ② ゼロカーボン学習会 

 ご希望をいただいた管内小中学校（標津町立川北

小学校、羅臼町立春松小学校、同羅臼小学校、同知

床未来中学校）にて、出前授業を実施しました。 

 地域の産業に関係したテーマでの講義や、ボード

ゲームを使ったレクリエーションを通して、子供達

がゼロカーボンについて知り、考え、関心を持って

もらう、良いきっかけづくりとなりました。 

 

■ 学習活動の様子（左：街頭啓発活動 右：学内発表会） 

■ 当日の様子（標津町立川北小学校） 


